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令和６年度
豊田市水道事業・下水道事業

当初予算概要

令和５年度「水道・下水道ポスター」最優秀賞作品

1

（水道の部） （下水道の部）
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１ 令和６年度当初予算の概要
（１）当初予算編成の考え方

①企業会計（水道・下水道事業）当初予算規模 353億3,035万円 <▲12億3,332万円>
【水 道 事 業】183億9,391万円 < ▲ 19億5,479万円>
【下水道事業】169億3,644万円 < ＋ 7億2,147万円>

②水道料金は料金改定により増収、下水道使用料は水需要の減少等により減収の見込み。
【水 道 料 金】 （Ｒ５） 89.8億円 → （Ｒ６）93.2億円 <+3.4億円>
【下水道使用料】 （Ｒ５） 42.1億円 → （Ｒ６）41.8億円 <▲0.3億円>

③建設改良費は、ストックマネジメント計画などの各種計画に基づき実施
【水 道 事 業】 （Ｒ５）78.1億円 → （Ｒ６）59.2億円 <▲18.9億円>
【下水道事業】 （Ｒ５）50.2億円 → （Ｒ６）58.3億円 <＋8.1億円>

（２）令和６年度当初予算の概要 ＜ ＞内は対前年度

①安全・安心で質の高い上下水道サービスの提供
・ストックマネジメント計画に基づく着実な老朽化対策
・大規模地震や激甚化する水害への災害対策
・局所的な豪雨などの浸水被害を軽減するための対策
・未普及解消アクションプランに基づいた下水道整備
・サービス向上につながるDX
②上下水道サービスの経営効率性の向上
・広域化・共同化等によるカーボンニュートラルの推進
・統廃合事業等による施設運用の効率化
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２ 令和６年度主な実施事業
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◆老朽化対策（ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ関連）２０.８億円（対前年度▲9.0億円）

・管路更新事業
・施設更新事業

１０.０億円
１０.８億円

水道ストックマネジメント計画に基づき、老朽化した施
設や管路、施設内の機器等の更新を行います。

（１）水道事業

テレメータ盤の更新

◆災害対策 ４.0億円（対前年度▲4.6億円）

・重要給水施設管路の耐震化事業 １.５億円

新水道耐震化プランに基づいた施設や管路の耐震化など
災害時に備えた整備を実施します。

・飲料用循環式耐震性貯水槽設置事業 ０.５億円
・災害拠点給水施設改修事業 ０.１億円

※管路は、老朽化対策工事を実施することにより、同時に耐震化対策を図ることができます。

・施設の耐震化事業等 １.９億円 災害拠点給水施設

水道管の耐震化工事

※令和５年度補正対応分の管路更新事業（2.6億円）を含
めると総額23.4億円

※令和５年度補正対応分の重要給水施設管路の耐震化事
業（0.7億円）を含めると総額4.7億円
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◆他事業関連 ２１.９億円（対前年度＋4.5億円）

・土木工事支障移転事業
・下水道事業支障移転事業

１０.２億円
９.７億円

・区画整理等開発関連事業 ２.０億円

◆新設・拡張 １. ０億円（対前年度▲10.3億円）

・豊田・岡崎地区研究開発施設送水事業 １.０億円

道路の整備等に伴う新規の管路等の整備による効率的な
水運用のため、管路等の整備を実施します。

水道管整備工事

２.１億円

◆広域化・共同化及び配水区域再編
４.１億円（対前年度＋2.9億円）

水道事業の持続可能な事業運営に向けて広域化・共同化
及び施設統廃合等による配水区域再編に取り組みます。

・広域化・共同化事業 １.９億円

・配水区域再編事業
・給排水工事オンライン申請システム構築 ０.１億円
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（２）下水道事業
◆老朽化対策(ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ関連)4.１億円（対前年度+1.5億円）

・管路点検・調査事業（汚水、雨水） ０.８億円

管内の破損状況
（管路TVカメラ調査）

・管路改築・改修事業（汚水、雨水） １.９億円

・施設更新事業 （汚水、雨水） １.２億円

下水道ストックマネジメント計画に基づき下水道施設を点
検調査し、老朽化した管路や施設を更新します。

・施設健全度調査 （汚水、雨水） ０.２億円

◆耐震対策 ４.３億円（対前年度▲1.0億円）
下水道総合地震対策計画などに基づき、重要な下水道管路
や処理施設の耐震対策を実施します。
・管路耐震対策事業（雨水） ４.１億円

雨水幹線耐震補強工事
（３Ｓ工法）◆浸水対策 ６.０億円（対前年度▲0.4億円）

近年頻発する局所的な豪雨による浸水被害を軽減するため
下水道施設の整備を推進します。

・管路耐震化事業（雨水）（再掲） ４.１億円
・管路改築更新事業（雨水）（再掲） １.１億円

・下水道施設耐水化事業（汚水、雨水） ０.６億円

R3.7 豪雨による浸水（内水）

・施設耐震対策事業（雨水） ０.２億円

・施設耐震対策事業（雨水）（再掲） ０.２億円
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◆広域化・共同化 ０.６億円（対前年度+0.3億円）

・処理施設統廃合事業 ０.５億円

下水道事業の持続可能な事業運営に向けて広域化・共同化
に取り組みます。

◆汚水処理整備（拡張）４０.０億円（対前年度+6.2億円）

水環境の保全と住環境の改善を図るため、下水道整備の推
進と単独処理浄化槽やくみ取り便槽から合併処理浄化槽へ
の切り替えを促進します。
・未普及解消アクションプラン ３７.９億円
・区画整理等関連事業 ０.７億円
・合併処理浄化槽補助事業（一般会計・特別） １.４億円

管路築造工事
（未普及解消ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ）

・給排水工事オンライン申請システム構築 ０.１億円

給排水工事オンライン
申請システム

◆DX関連 ０.６億円（対前年度＋0.5億円）

・給排水工事オンライン申請システムの構築（再掲）
・ＷＥＢ（ＰＣ、スマホ）による上下水道料金の口座振替
申請の導入 ほか

（３）水道・下水道共通事業
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水 道 事 業 令和６年度予算額
（A）

令和５年度予算額
（A） 比較((A)－(B))

収益的収入 118億1,161万円 119億7,218万円 ▲1億6,057万円
収益的支出 113億4,071万円 112億7,222万円 6,849万円
資本的収入 24億3,661万円 32億 653万円 ▲7億6,992万円
資本的支出 70億5,320万円 90億7,648万円 ▲20億2,328万円
支出計 183億9,391万円 203億4,870万円 ▲19億5,479万円

３ 令和６年度当初予算と前年度比較

7

（１）水道事業（消費税等含む）

※一般会計からの繰入金合計 12億6,642万円（対前年度▲6億5,708万円）

収益的収支の内訳 資本的収支の内訳

【収入】118.1億円 【支出】113.4億円 【収入】24.4億円 【支出】70.5億円

その他 1.2億円
(1.1%)

その他 1.7億円
(7.0%)

一般会計繰入金
9.3億円
(7.9%)

水道料金
93.2億円
(78.9%)

その他
15.6億円
(13.2%)

一般会計繰入金
3.4億円
(13.8%)

工事分担金
11.3億円
(46.2%)

８.0億円
企業債

(32.8%)

償還金
11.3億円
(16.1%)

建設改良費
59.2億円
(83.9%)

管路、浄水場の
維持管理費など
60.9億円
(53.7%)

(43.9%)

減価償却費など
49.8億円

支払利息
1.5億円
(1.3%)

国県補助金
0.0億円
(0.2%)

※資本的収支不足額は、内部留保資金等で補填
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下水道事業 令和６年度予算額
（A）

令和５年度予算額
（A） 比較((A)－(B))

収益的収入 87億1,269万円 86億7,360万円 3,909万円
収益的支出 85億7,700万円 85億3,383万円 4,317万円
資本的収入 38億3,164万円 35億 949万円 3億 222万円
資本的支出 83億5,944万円 76億8,114万円 6億7,830万円
支出計 169億3,644万円 162億1,497万円 7億2,147万円

収益的収支の内訳 資本的収支の内訳

（２）下水道事業（消費税等含む）

【支出】85.8億円【収入】87.1億円

下水道使用料
41.8億円
（48.0%）

その他
19.5億円
（22.4%）

【収入】38.3億円 【支出】83.6億円

25.8億円
（29.6%）

一般会計繰入金

管路、ポンプ場の
維持管理費など
27.7億円
（32.4%）

減価償却費など
52.7億円
（61.4%）

支払利息
4.7億円
（5.4%）

その他
0.7億円
（0.8%）

企業債
20.5億円
(53.5%)

その他
1.9億円
(5.0%)

国県補助金
11.4億円
(29.8%)

4.5億円
一般会計繰入金

(11.7%）

償還金
25.3億円
(30.2%)

建設改良費
58.3億円
(69.8%)

※一般会計からの繰入金合計 30億3,317万円（対前年度+2,631万円）

※資本的収支不足額は、内部留保資金等で補填
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（１）水道料金収益及び下水道使用料収益の推移（消費税等を除く）
４ 財政状況等
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（億円）

・水道料金は、令和６年度から料金値上げにより増収の見込み
・下水道使用料は、供用区域は拡大しているが、水需要の減少により減収傾向

※ 令和４年度までは決算値。令和５年度は３月補正予算、令和６年度は当初予算。

人口減少や生活様式の変化により水需要は減少傾向

平成29年４月
簡易水道事業統合

新型コロナウイルス感染症にかかる緊急対策により
基本料金4か月分免除

令和６年４月
料金改定



10

（２）当年度純利益の推移（消費税等除く）
＜H30年度決算との比較＞
・県の流域下水道維持管理費余剰金
返還による影響（＋2.7億円）

10

※ 令和４年度までは決算値。令和５年度は３月補正予算、令和６年度は当初予算による試算。

（試算） （試算）

＜R5年度補正予算との比較＞
・一般会計補助金の減（▲4.9億円）
・委託料の増（＋2.4億円）

＜R4年度決算との比較＞
・一般会計補助金の増（＋7.9億円）
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水道事業 下水道事業

＜R5年度補正予算
との比較＞

・長期前受金戻入（償却
資産の財源の収益化）
の増（+0.6億円）

・減価償却費の増（+1.0
億円）

＜R4年度決算との比較＞
・流域下水道維持管理費余剰金返還の減（▲2.2億円）
・流域下水道維持管理費負担金の増（+2.6億円）
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（３）建設改良費の当初予算の推移（消費税等含む）

※１ 各年度当初予算額。
※２ 前年度からの繰越額は含まず。

・ストックマネジメント
計画による老朽化対策
の本格化

11

（億円）

・未普及解消アクションプランの優先
度を見極めた計画的な整備による減

・大規模事業終了（中部第３ポンプ場
ポンプ増設）に伴う減
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簡易水道事業の水道事業への統合
に伴う企業債の引継

（見込） （見込）

※ 令和４年度までは決算値。令和５年度は３月補正予算、令和６年度は当初予算による見込。

12

（億円）

・企業債の未償還残高は、減少傾向
・令和６年度借入予定額（水道事業 8.0億円、下水道事業20.5億円）

償還予定額（水道事業 11.4億円、下水道事業25.3億円）
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５ 水道ストックマネジメント計画の推進
老朽化した設備の故障による断水や道路陥没事故等のリスクが年々高まっています。

こうした事故を未然に防ぐため、水道ストックマネジメント計画を策定し、計画的に管路や
施設の更新を行っています。

【管路】
管理区分と目標耐用年数に基づき、事業費を平準化
しながら管路を更新します。また、最新技術等を活
用し、効率的、効果的な維持管理及び更新を進めて
いきます。

【施設】
健全度、重要度(リスク評価)により優先順位付けを行い、事業の先送りや前倒しにより事業費を
平準化し、施設を更新します。令和６年度は、豊田配水場や猿投配水場など重要な施設の設備等
改良工事を引き続き実施します。

老朽化した水道管破損による漏水
【水道ストックマネジメント計画の対象】
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６ 下水道ストックマネジメント計画の推進
管路については、予防保全型維持管理を原則とし、点検・調査及び日常的維持管理を効率

的かつ効果的に実施するため、包括的民間委託を活用し取り組んでいます。また、施設（処
理場、ポンプ施設〔汚水・雨水〕）は、施設や設備の特性等に応じて状態監視保全・時間計
画保全・事後保全の３つの保全区分に分類し、改築・更新を行っています。

〇住民からのお問い合わせに対し、２４時間３６５日対応できる体制を構築
〇現地の早急な確認と、管路不具合解消への迅速な移行により、衛生的な
生活環境を確保

管路閉塞により溢水している
マンホール

【住民対応】
・排水不具合などの住民からの問合せに対する、早急な現地の確認及び住民
説明

【事故対応】
・下水道管路施設の「つまり」などに起因する排水不具合への早急な対応
（木根除去、管内洗浄など）

＜包括的民間委託による日常的維持管理（例）＞

木根が侵入し、管路の断面が破損
している内部の様子

管理区分 基本方針

状態監視保全
機能上重要な施設で、調査により劣化状況の把握が可能
である施設を対象とする。自然流下管、マンホール、施
設躯体、ポンプ設備等

時間計画保全
機能上重要な施設であるが、劣化状況の把握が困難な施
設を対象とする。圧送管、真空管、自家発電設備、電気
設備等

事後保全 機能上、特に重要でない施設。1.5ｋＷ以下のマンホール
ポンプ
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●施設耐水化計画
近年、気候変動の影響等

により、大雨が頻発しており、
河川の氾濫等による被災とと
もに多くの内水氾濫が発生し、
施設も被災したことで、市民
生活に多大な影響を及ぼしま
した。

ひとたび施設が被災すると
復旧に多大な時間を要するこ
ととなります。

15

７ 災害への備え

【下水道事業】下水道総合地震対策計画
●管路
重要な幹線等に該当する雨水管路約９㎞の耐震化を
令和９年度完了を目指し整備しています。

○耐震・応急対策 ○浸水対策
【水道事業】新水道耐震化プラン
●管路
被災時に水を確保するため、地域防災
計画に位置付けられている医療機関への
管路の耐震化を行っています。

近年各地で発生している自然災害を踏まえ、未然防止や被災時の
影響を最小限にするため様々な備えを進めています。

●応急給水施設の充実
大規模地震発生時に広範

囲で断水することも想定し、
市民の皆さまが利用できる
応急給水施設の整備を行っ
ています。

飲料用耐震性貯水槽（旭地区）

●施設
医療機関へ配水する施設や応急給水活動
の拠点となる施設を優先して耐震化を図
ります。

本市においても洪水・内水
浸水想定区域内に多くの下
水道施設が存在することから、被災時の社会的影響を最小
限にするために施設耐水化計画を策定しました。
雨水ポンプ場３施設、汚水中継ポンプ場２施設を対象

とし、着手します。
＜内容＞
令和６年度は、対象施設の詳細設計委託を実施

＜他市事例＞

東山配水池の耐震化



1616

８ 参考
◆浄化槽関係（一般会計）
〇合併処理浄化槽設置費補助金 １億 3,584万円（前年比 +897万円）

補助予定基数
交付実績 令和４年度 １７０基（うち転換 １６８基）

令和５年12月末 １７１基（うち転換 １６８基）

１６５基（うち転換 １６０基）

補 助 金 額
（上限額）

設 置 費
撤 去 費

（転換時のみ）
配 管 費

（転換時のみ）
転 換（※１）

更 新 (※２)
一般地域 特定地域

(巴川流域)

５人槽 360,000円 450,000円 132,000円 120,000円
(単独槽の撤去)

９0,000円
(汲取便槽の撤去)

300,000円6 ７人槽 462,000円 578,000円 150,000円
8 50人槽 585,000円 732,000円 210,000円

一般地域

特定地域
(巴川流域）

下水道区域
（補助対象外）

(※１）転 換 既存の単独処理浄化槽又は汲取り便槽を廃止して、合併処理浄化槽を設置する場合
(※２）更 新 破損等により修繕不能な合併処理浄化槽を更新する場合

補助金額(例) ５人槽転換(一般地域･単独撤去) 設置費360千円＋撤去費120千円＋配管費300千円＝7８0千円

＜令和６年度 補助金額＞


